
動詞または形容詞につく ｢得｣ によって出来ている補語は､ 可能を

表す場合があり､ ｢可能補語｣ と称される｡ いかなる場合も､ ｢可能補

語｣ は､ 省略されることがない｡ それに対して､ 動作または状態の結

果あるいは程度を表す場合もあるが､ これは ｢情態補語｣ と称される｡

会話においては､ ｢情態補語｣ が省略されることがある｡ このような

文においては､ 主語の前によく ｢看｣､ ｢�｣ と ｢�｣ など聞き手の注

意を促す提示語がくる｡ 本文では､ 状態補語省略形式関連の文型が六

種類検討され､ 隠れの文法関係に基づいて多義の文型を解剖し､ それ

ぞれの文型の文法的意味構造とそれぞれの文型間の変換関係及びその

条件を分析している｡ 同時に､ 情態補語の省略形式の文法的意義､ 使

用条件と表現機能を探っている｡ 最後に､ 本文では会話の文型と文法

に関する研究が理論的・応用的領域において重要な意義があることを

指摘している｡

キーワード： 得､ 情態補語､ 語義指向､ 多義性
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